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子供たちと自然とのふれあい 

 －「第１６回 みんなで花を植えよう」の開催 — 
 

 

温め、固まった身体を十分ほぐし、連帯感を高め、清掃活動に向き合う身体を作るのだ。会長

から、これまでの活動、これからの予定などが報告される。 

そして、リーダーから今日の作業内容と担当割の指示がある。 

① 花壇の掃除・点検 

10 月の「みんなで花を植えよう！」の「葉ぼたん」「パンジー」周りの雑草取りや、枯葉の

除去など丁寧に 2 ヵ所の花壇を清掃整備する。 

② 草刈り作業 

公園全体の芝刈り、雑草取り、桜並木の新興治エ門橋付近まで道の草刈りは、広い範囲の作

業になります。袋が２～３０コほど出ます。 

7000 左回転の刈払い機は、とても便利な機器ですが、取り扱いによっては危険なものにな

ります。毎年数名の方が「取り扱い講習」をうけています。 

③ ベンチの掃除 

来園者が快適に過ごしていただけるよう丁寧に雑巾がけします。 

「イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン」参加に対し、イオン春日部店からボランティ

ア団体への、購入、設置しています。 

   2020 年 2 月現在藤棚の剪定 

綺麗な藤の花がたくさん咲くよう、適時、藤棚にのぼり剪定作業をします。 

④ 差し入れ 

毎回、欠かさず、寒い時期は「温かい缶飲料」が、暑い時期は「冷えたペットボトル」の差

しれがあります。  

 

1 時間半～2 時間の清掃活動が終わり解散後、刈払い機、その他器具の片付 

してすべての作業が終わりになります。  
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  定例となった地域交流イベント 

「みんなで花を植えよう！」が、昨年 

１1 月 18 日（土）道の駅庄和さくら 

公園（農村公園）で開催されました。 

今回のイベント参加者は、 社会福祉 

法人・子供の町の皆さんです。前日が 

雨で心配しておりましたが、当日は、 

雨も止み、花を植えるのに、とても良 

い天候になりました。 

会員の皆さんが待ち受ける中、小学 

生、中学生、高校生 18 人が、職員の 

先生と、元気に挨拶しながら集まって 

くれました。子供達の賑やかな声、明 

るい声に対し、話しかけながら一緒にパンジー、葉牡丹を各 180 鉢植えることができ

ました。 

「貸してごらん、やってあげるから」、「〇〇〇ちゃん、この色きれいだよ」、「この場

所に植えよう」、「隣に一緒に植えよう」、「私、お花植えるの、大好き」と、嬉しそうな

一言を聞くこともできました。また、年上の子が、年下の子を手伝う、微笑ましい姿を

見ることができました。 

公園は寒い季節のため、訪れる 

人が少なく静かですが、時おり、散

歩する人、ジョギングしている人た

ちの目にとまり、「きれいな公園」

と、思って頂けることを想像できる

ことが、私たちボランティアの喜び

に繋がると思います。 

花を植えた後、「凧の会」の皆さ

んに、凧作りを教えて頂き、子供達

の歓声と、それぞれの個性のある凧

が、舞い上がったり、下がったりの

風景が広がっていました。 
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庄和町周辺地域は河川が多く、永沼、赤沼、飯沼 

などの地名にあるように、江戸時代中期に新田開発 

されるまで直径 2〜3 キロメートルに及ぶ大規模な 

沼地も多く、湿地帯であったため稲作に適しており、 

9 世紀頃には荘園が発達し、11 世紀の平安時代末 

期には下河辺荘が開墾される。 

下河辺荘は茨城県古河市・五霞町・千葉県野田市 

・埼玉県加須市・久喜市・幸手市・杉戸町・春日部 

市・庄和町・松伏町・吉川市・三郷市にまたがる広 

大な荘園で、この地域の地名に使われる「庄内」は 

荘園の中であることを指している。また、庄和とい 

う町名は『庄内領』内の村々が一致和合して発展を 

図る、という考えに由来している。 

17 世紀に江戸幕府が成立すると、庄和町周辺地 

域は、江戸幕府の天領となる。武蔵国郡村誌による 

と、当時の庄和町を構成していた飯沼村、米島村、 

赤碕村、新宿新田などの村々は、御料所や旗本の管 

轄とされ、徳川家が直接、または直属の家臣により 

幕末まで支配したとされる。 

大政奉還により江戸幕府が消滅し、徳川家の所有 

する天領は明治政府へ引き渡され、庄和町周辺地域 

は明治政府の管轄となる。廃藩置県や町村制の施行、周辺自治体の編入・合併を経て現在に至

る。なお、この地域は江戸時代までは下総国葛飾郡に属していた。明治以降の変遷は次の通りで

ある。 

 

1871 年（明治 4 年）        - 千葉県域に属する。 

1875 年（明治 8 年）        - 埼玉県域に転属する。 

1889 年（明治 22 年）4 月 1 日   - 町村制施行に伴い、中葛飾郡の 24 の村および新田が

合併し、宝珠花村・富多村・南桜井村・川辺村の 4 ヶ村となる。 

1896 年（明治 29 年）3 月 29 日  - 中葛飾郡が廃止され、北葛飾郡に編入される。 

1930 年（昭和 5 年）        - 総武鉄道（現在の東武野田線）永沼臨時停留所（現在

の南桜井駅の前身）が開業する。 

1954 年（昭和 29 年）7 月 1 日   - 宝珠花村・富多村・南桜井村・川辺村が合併し、北葛

飾郡庄和村となる。 

1960 年（昭和 35 年）11 月 3 日  - 北葛飾郡杉戸町のうち、木崎、芦橋、倉常が庄和村に

編入される。 

1964 年（昭和 39 年） 4 月 1 日  - 町制施行により、北葛飾郡庄和町となる。 

2005 年（平成 17 年）10 月 1 日  - 春日部市と合併し、新たな春日部市の一部となる。 

（出典：ウイキペディア、春日部市郷土資料館） 

 庄和町の成り立ち  

宝珠花村 

富多村 

南桜井村 

川辺村 

杉戸より編入 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

  年の瀬も押し迫った年末に快く取材に応じていただき 

ました。今回は、関東いすゞ㈱春日部支店ご紹介いたし 

ます。本社は、群馬県高崎市にあり創業７８年になる会 

社の春日部支店で、この上柳の地に根づいて５０年位に 

なる会社です。主に車両販売、部品、サービス、保険の 

業務をされています。とりわけ顧客の需要に合わせた仕 

様の販売で、納車時に、「期待以上の車種でした。」と感 

謝の言葉をいただいた時に、仕事のやりがいを感じる瞬  

間とのことです。 

物流業の働き方改革として、労働時間の短縮問題あげられます。対応として、普通免許でも運転できる小

型トラックの販売に力を入れており、トラック運転手の増員になることを期待しているとのことでした。東埼玉道

路の八潮インターから、国道４号と国道６号の立体交差点庄和インターまでの接続工事が進行中であり、ま

た圏央道幸手インターができたことにより、高速道路へのアクセスが容易になりました。このため、物流倉庫が

多く建設され、トラックの交通量が，増々多くなっています。この日も、他県ナンバーのトラックなどが構内に整

然と列と並んでいました。庄和道の駅さくら公園そばの関東いすゞ自動車（㈱）春日部支店様でした。 

 周辺施設のご紹介 関東いすゞ自動車（株）春日部支店 

 

「ワルナスビ）」 

話の種子  ＜第九話＞ 

雑草とは、水田や畑地に勝手に生え、庭や公園などにもはびこり、私達の生活環境に邪魔に

なる植物を勝手に雑草と理解したい。一言に雑草と称しても、まさに多種多様である。簡単に

処理できるものから如何とも手強い難物とがある。今回は後者の一つを紹介する。 

 その名は頭からワル（悪）と極悪な名前を付けられた“ワルナスビ”だ。この草は北アメリ

カ原産の多年草で、明治末期に牧草に混じって千葉県の畜産地に侵入し害草化した帰化植物

だ。そのワルナスビを南桜井駅東口道路端で発見した。こんな処までと驚いた。小型草とはい

え地下茎は土中深く伸びていて茎は屈曲しながら直立し、葉は茄子の葉に似るが、縁は波状に

深く切れ込む。この若い茎や葉身は微毛が密生し鋭い棘が多く発生している。素手で触ると手

に傷を負ってしまう用心が必要だ。花期には数個から 10 個の花を着ける。白色又は淡紫色の

花は茄子の花によく似ている。果実は球形で熟すと黄色くなり内には多数の種子がある。ワル

ナスビの地下茎は土中深く広く伸びていて、切断  

されても再発生するので、いったん畑地に侵入す 

ると、農耕機の耕耘などによって茎が切断されて 

も、散らばってさらに広がり根絶は難しい。発見 

したら、鋭いトゲ防止を用意した上で、地下茎も 

含め完全に抜き取り根絶して欲しい雑草だ。 

（小澤啓男） 



 

     「一歩踏み出す勇気」      会員 小川 直美 

 駅の掲示板に貼られた「ボランティア会員募集」のポスターが目に留まり、ずっと気になって

いましたが、行動に移せずにいました。ある日ポスターがなくなっていて、早く応募しておけば

よかったと後悔していました。再びポスターが貼られたときは、嬉しくて直ぐに入会させていた

だきました。 

「NPO 法人 庄和ふる里を守る会」に入会後は、公園の清掃や夏祭りのイベントに参加させて

頂き楽しく活動しています。あの時 一歩踏み出したことで、私の環境が大きく変わり楽しい事

が増えました。新しいことにチャレンジしたいけど、少し怖いなと迷った時は、未来はきっと楽

しくなると信じて、一歩踏み出す勇気を持ち続けていきたいと思います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ご支援を頂いている 団体賛助会員様

〇 個人会員（2 月 1 日 現在） 正会員 ８3 名  賛助会員 9７名 

＊ 受付登録順 

【編集／発行】  ＮＰＯ法人庄和ふる里を守る会 「ふる里庄和」編集委員会  

           〒３４４－０１２１ 春日部市上柳１８３ 

（TEL）090-7903-3971 

 

上柳区  （自治会） 

東武スポーツクラブみなみさくらい 

埼玉みずほ農協 庄和中央支店 

小笠原医院 

関東いすゞ自動車㈱ 春日部支店 

金崎区  （自治会） 

（株）道の駅庄和 

庄和中央病院 

（有）庄和商事 

（株）桐の樹環境 

庄和商工会 

会員の紹介 

「ＮＰＯ法人庄和ふる里を守る会」からの報告

① 当会の前身、「美しいふる里を守る会」を立ち上げたメンバーの母体となる市民大学が

創立 20 周年を迎えました。その「記念の集い」開催（3 月 23 日）の後援として当会も参

加しています。 

② 昨年の５月に新型コロナによる規制が緩和されて、通常の生活に戻りつつあります。当

会の活動も、定期活動に加えて、各種行事の運営協力を行っています。今後も、運営協力を

行いますので、活動に興味を持たれた方は気軽に、活動に参加いただければと思います。 

 


